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あたたかい社会にするために
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　責めは受刑者だけにあるのか。
　その疑問はずっと、頭から離れないでいた。私は、奈良少年刑務所の受刑者が情操教育の中で書いた詩についての本『空が青いから白をえらんだのです』を読んだ。
　以前は「非行」と聞くと、怖かったし、あるいは自分には関係ない、自分はそんな事はしないと思っていた。
　この本を読むと、受刑者の背景が少しだけ分かった。親を亡くしたり、虐待を受けたり、親が離婚したり。学校の先生も真剣に受け取めてくれず、逃げ場を失った心は非行に走ってしまう。仮に手を差しのべてくれた大人がいても、薬物の色に染められてしまう。更生して刑務所を出ても、社会から白い目で見られる。それが社会復帰の妨げとなって、再犯に至るケースもある。日本の受刑者の半分以上は再犯者だそうだ。
　確かに、償えない罪を犯したのは受刑者。許されてはならない。けれど、その受刑者に罪を犯させたのは、周りの環境や社会なのではないだろうか。

　私には両親がいる。虐待も受けていないし、親の離婚はなさそうで、学校の先生もよくわかってくれる。それでも、生きてきた中で「辛い」と感じた事は、数え切れないほどある。受刑者の方がどれほどの苦痛を感じているかは、想像もできない。それを思うと、犯罪の被害者の方やそのご家族の無念と同じように、胸が痛む。
　社会から偏見を受けて、再犯する。この悪循環は、いつになったら絶ち切れるのだろうか。
　私は、その答えを「社会全体の目があたたかくなった時」だと思っている。罪を犯した人への偏見や差別がなくなり、そういった方々をあたたかく迎え入れる社会になった時だ。そうすれば、再犯だけでなく、初犯を犯しそうな人の苦しみを聞いてあげられる人がいるのなら、初犯をも未然に防げるのではないか。偏見を取り除くためには、まず知る事が大事だと思っている。受刑者の方の苦悩を知っている人は、果たしてどれくらいいるのだろうか。私は、この詩集を読んで初めて知った。本当の事を知りもしないで、勝手に「怖い」と感じたり、「自分には関係ない」と決めつけたりしていたのだ。事実を見つめる事なしには、何も始まらないし、一人一人が変わらないと社会も動いていかないと思う。
　私は、自分自身が悩みを抱え込まずに身近な人に相談したり、周りの人と積極的に会話をして、小さな変化にも気付いて、話を聞いてあげたりできるようになりたい。
　私の学校では、今年から「ピア・サポーター」という取り組みが始まった。これは、悩みや困りのある生徒の話を聞いてあげる力を身に付けて活動する生徒の事。夏休み中にピア・サポーター養成講座があったけれど、あまり興味がなかったし、忙しかったので、私は受講しなかった。けれど、この本を読んで支える側の人になりたいと思ったので、次期の養成講座には参加して周りの人の心を軽くしてあげられるようになろうと思う。
　非行のない、あたたかい社会にするためには、私達一人一人にできる事がある。身の回りから、あたたかい地域の「輪」を作る事だ。そして、その輪がつながって一つの大きな輪となり、「社会」と呼ばれるようになれば、それが一人残らず入れてくれるならば、もう二度と犯罪や非行は起こらないに違いない。
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